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【愛媛県】こどもの生活に関する調査結果（概要） 
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令和７（2025）年３月 

愛媛県 

 

  

こどもの生活に関する調査結果の概要 
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Ⅰ 調査の概要 

 

【調査の目的】 

本調査は、「愛媛県こども計画（仮称）」の策定にあたり、「こども」や「子育て当事者等」

の意識や実態を把握し、施策を検討する上での基礎資料とすることを目的として実施した。 

 

 

区 分 小学２年生 小学５年生 中学２年生 高校２年生 保護者 若者 

調査名称 

愛媛県 

小学生の生活

に関するアン

ケート調査 

愛媛県 

小学生の生活

に関するアン

ケート調査 

愛媛県 

中学生の生活

に関するアン

ケート調査 

愛媛県 

高校生の生活

に関するアン

ケート調査 

愛媛県 

こどもの生活

に関する調査 

愛媛県 

少子化に 

関する意識 

調査 

調査対象 小学２年生 小学５年生 中学２年生 高校２年生 

３歳児、 

小学２年生、 

小学５年生、 

中学２年生、 

高校２年生の 

保護者 

20 歳から 39

歳までの県民 

（Ｗｅｂモニ

ター登録者） 

調査方法 学校を通じた配布、インターネットによる回答 

３歳児は、３

歳児健診受診

時又は個別に

調 査 票 を 配

布、小学生以

上は、学校を

通じた配布、 

インターネッ

トによる回答 

インターネッ

トによる調査 

調査時期 令和６（2024）年 10～12 月 

令和６ 

（2024）年 

11 月 

有効回答数 7,108 件 8,160 件 7,682 件 5,823 件 8,400 件 150 件 
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Ⅱ 調査結果（小学２年生）抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 小学２年生の大半が「学校が楽しい」と回答しているが、１割程度がいつも「学校に行

きたくない」と感じている。 

１ 学校は楽しいですか。 

３ いらいらしたり、どうしたらいいかわから 

なくなったりして、困ることがありますか。 
４ あなたが、悲しいときや困ったときに、 

相談できる人はいますか。 

２ 「学校に行きたくない」と 

思うことはありますか。 

いつも

12.2%

ときどき

20.6%

たまに

33.0%

いつも行きたい

33.3%

無回答

0.8%

小学２年生(N=7108)

はい

93.3%

いいえ

6.2%

無回答

0.5%

小学２年生(N=7108)

数値は手入力しています。

はい

57.6%

いいえ

42.1%

無回答

0.4%

小学２年生(N=7108)

はい

87.0%

いいえ

12.4%

無回答

0.6%

小学２年生(N=7108)

● 約６割がどうしたらいいかわからなくて「困ることがある」と回答しているが、約９割

が相談できる人が「いる」と回答している。 

● 相談できる人が「いない」は１割程度となっている。 
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Ⅲ 調査結果（小学５年生・中学２年生・高校２年生）抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.3

6.3

3.7

44.5

29.7

27.9

34.5

51.0

56.5

5.2

9.5

9.2

1.4

2.9

2.3

1.0

0.5

0.5

凡例（％）

小学５年生(N=8160)

中学２年生(N=7682)

高校２年生(N=5823)

いつも

わかる

だいたい

わかる

教科によって

はわからない
ことがある

わからない

ことが多い

ほとんど

わからない

無回答

１ あなたは、学校の授業がわからないことがありますか。 

２ あなたは、いつまで学校に通おうと考えていますか。 

注：高校２年生には「中学校で修了」の選択肢はない。 

● 小学５年生では「いつもわかる」「だいたいわかる」の合計が、約６割となっている。 

● 中学２年生や高校２年生では、約半数が「教科によってはわからないことがある」、１

割程度が「わからないことが多い」と回答している。 

● 高校２年生の過半数が「大学へ進学し修了」と回答しており、小学５年生や中学２年生

で「まだわからない」が３割以上となっている。 

2.3 

21.6 

14.3 

2.2 2.9 

15.0 

4.0 1.0 

36.4 

0.5

17.2

12.5

1.3
4.3

26.0

2.4
0.6

35.1

14.7 13.8

0.2
2.0

52.0

5.7

0.6

10.8

0.0

20.0

40.0

60.0

中
学
校
で
修
了

高
校
で
修
了

専
門
学
校
へ
進
学
し
修
了

５
年
制
の
高
等
専
門

学
校
へ
進
学
し
修
了

短
大
へ
進
学
し
修
了

大
学
へ
進
学
し
修
了

大
学
へ
進
学
し
、

大
学
院
で
修
了

そ
の
他

ま
だ
わ
か
ら
な
い

小学５年生(N=8160)

中学２年生(N=7682)

高校２年生(N=5823)

（％）

（上位項目抜粋）



190 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.0 

10.2 8.7 6.3 4.7 4.7 
2.4 2.4 

0.8 

18.9 

3.9 

59.8

26.8

15.5

7.9
3.9 3.5

24.7

10.1
6.7 5.6

10.9

68.7

16.3

10.3
7.0 4.5

2.9

13.6

5.9 7.4
3.4

10.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

希
望
す
る
学
校
や
職
業
が
あ
る
か
ら

自
分
の
成
績
か
ら
考
え
て

働
く
こ
と
に
興
味
が
あ
る
か
ら

学
び
た
い
こ
と
や
興
味
の
持
て

る
勉
強
内
容
が
な
い
か
ら

家
に
お
金
が
な
い
と
思
う
か
ら

早
く
働
く
必
要
が
あ
る
か
ら

親
が
そ
う
言
っ
て
い
る
か
ら

兄
・姉
が
そ
う
し
て
い
る
か
ら

ま
わ
り
の
先
輩
や
友
達

が
そ
う
し
て
い
る
か
ら

そ
の
他

と
く
に
理
由
は
な
い

小学５年生(n=127)

中学２年生(n=4974)

高校２年生(n=5185)

（％）

76.0 

58.4 

32.9 
29.0 

23.8 
21.6 

6.5 6.2 
3.6 

10.7 

69.1 70.5

26.8 26.5

16.4

24.5

4.5
6.9 7.0

3.0
7.7

68.5
69.0

19.1 21.5

7.9

30.7

2.2 4.4 5.7
2.0

8.3

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

親 学
校
の
友
達

学
校
の
先
生

き
ょ
う
だ
い

祖
父
母
な
ど

学
校
外
の
友
達

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
ハ
ー
ト
な
ん
で
も
相
談
員
な
ど

そ
の
他
の
大
人
（塾
・習
い
事
の

先
生
、
地
域
の
人
な
ど
）

ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人

親
代
わ
り
の
大
人
（施
設
の
職
員
・里
親
等
）

だ
れ
に
も
相
談
で
き
な
い
、
相
談
し
た
く
な
い

小学５年生(N=8160)

中学２年生(N=7682)

高校２年生(N=5823)

（％）

３ 進学先を選んだ理由を全て答えてください。 

４ あなたに困っていることや悩みごとがあるとき、あなたが相談できると思う人はだれですか。 

注：小学５年生には「親代わりの大人（施設の職員・里親等）」の選択肢はない。 

● 中学２年生や高校２年生で「希望する学校や職業があるから」の割合が最も高く、中学

２年生で「自分の成績から考えて」「親がそう言っているから」が高くなっている。 

●「親」「学校の友達」の割合が高く、「相談できない、しない」は１割程度となっている。 

● 学年が低くなるほど「学校の先生」「きょうだい」「祖父母など」の割合が高く、学年

が上がるほど「学校外の友達」の割合が高くなっている。 
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Ⅳ 調査結果（保護者）抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

26.5

21.2

45.2

43.2

42.3

38.9

35.2

35.3

19.3

25.8

15.2

12.7

11.7

13.8

4.1

8.5

0.2

0.3

0.4

0.3

凡例（％）

全体(N=8400)

（ａ）テレビ・ゲーム・インターネット等の

視聴時間等のルールを決めている

（ｂ）お子さんに本や新聞を

読むように勧めている

（ｃ）お子さんが小さいころ、絵本

の読み聞かせをしていた

（ｄ）お子さんから、勉強や成績の

ことについて話をしてくれる

あてはまる どちらかと

いえば、あて

はまる

どちらかと

いえば、あて

はまらない

あてはま

らない

無回答

26.5

21.2

45.2

43.2

42.3

38.9

35.2

35.3

19.3

25.8

15.2

12.7

11.7

13.8

4.1

8.5

0.2

0.3

0.4

0.3

凡例（％）

全体(N=8400)

（ａ）テレビ・ゲーム・インターネット等の

視聴時間等のルールを決めている

（ｂ）お子さんに本や新聞を

読むように勧めている

（ｃ）お子さんが小さいころ、絵本

の読み聞かせをしていた

（ｄ）お子さんから、勉強や成績の

ことについて話をしてくれる

あてはまる どちらかと

いえば、あて

はまる

どちらかと

いえば、あて

はまらない

あてはま

らない

無回答

84.0

26.3

12.8

39.8

2.2

23.1

0.7

10.5

0.3

0.3

凡例（％）

全体(N=8400)

（ａ）授業参観や運動会など

の学校行事への参加

（ｂ）ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習

支援等のボランティアなどへの参加

よく参加

している

ときどき参加

している

あまり参加

していない

まったく参加

していない

無回答

84.0

26.3

12.8

39.8

2.2

23.1

0.7

10.5

0.3

0.3

凡例（％）

全体(N=8400)

（ａ）授業参観や運動会など

の学校行事への参加

（ｂ）ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習

支援等のボランティアなどへの参加

よく参加

している

ときどき参加

している

あまり参加

していない

まったく参加

していない

無回答

１ あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらい当てはまりますか。 

２ あなたは、次のようなことをどの程度していますか。 

● 約７割が「テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルール」を決めている。 

●「本や新聞を読むように勧めている」は６割となっている。 

● 約８割が「絵本の読み聞かせ」をしており、「勉強や成績の話をしてくれる」と回答し

ている。 

● 大半の保護者が「授業参観や運動会などの学校行事」に参加している。 

● ６割以上が「ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなど」に参加し

ている。 
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注：表中の「網掛け」は、各クロス集計（世帯年収別など）において最も高い割合を示している。 

但し、回答割合が 10％未満の項目及び「その他」については網掛けしていない。  

0.2 

11.0 
14.2 

0.7 
2.5 

45.9 

4.5 
0.5 

20.3 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

中
学

中
学
、
高
校

中
学
、
高
校
、
専
門
学
校

中
学
、
５
年
制
の
高
等
専
門
学
校

中
学
、
高
校
、
短
大

中
学
、
高
校
（又
は
５
年
制
の

高
等
専
門
学
校
）、
大
学

中
学
、
高
校
（又
は
５
年
制
の
高
等

専
門
学
校
）、
大
学
、
大
学
院

そ
の
他

ま
だ
わ
か
ら
な
い

全体(N=8400)

（％）

（上位項目抜粋）

単位（％）

中
学

中
学
、

高
校

中
学
、

高
校
、

専
門
学
校

中
学
、

５
年
制
の
高
等
専
門

学
校

中
学
、

高
校
、

短
大

中
学
、

高
校
（

又
は
５
年
制

の
高
等
専
門
学
校
）
、

大
学

中
学
、

高
校
（

又
は
５
年
制

の
高
等
専
門
学
校
）
、

大

学
、

大
学
院

そ
の
他

ま
だ
わ
か
ら
な
い

全体(N=8400) 0.2 11.0 14.2 0.7 2.5 45.9 4.5 0.5 20.3

【世帯年収別】

100万円未満(n=109) 1.8 23.9 15.6 0.9 4.6 19.3 2.8 2.8 28.4

100～200万円未満(n=316) 0.6 20.9 20.3 0.6 3.5 23.4 2.2 1.9 26.3

200～300万円未満(n=576) 0.5 21.9 19.4 0.3 3.0 27.3 3.5 0.5 23.4

300～400万円未満(n=926) 0.5 15.7 18.4 1.1 4.1 33.3 1.9 0.9 24.1

400～500万円未満(n=1199) 0.1 13.9 15.3 0.6 2.6 40.0 4.2 0.3 22.9

500～700万円未満(n=2224) 0.2 10.1 16.0 0.8 2.2 45.9 3.7 0.4 20.7

700～900万円未満(n=1435) 0.1 6.1 11.6 0.4 2.2 56.7 5.6 0.3 16.7

900万円以上(n=1239) 0.1 3.5 7.0 0.6 1.5 67.1 8.6 0.4 11.2

３ お子さんは将来、現実的に見てどの進路を選ぶと思いますか。 

●「中学、高校（又は５年制の高等専門学校）、大学」が４割以上と最も高く、次いで「ま

だわからない」が約２割、「中学、高校」「中学、高校、専門学校」がそれぞれ１割程

度となっている。 

● 世帯年収が 100万円未満の層で「中学、高校」の割合が高くなっている。 
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1.7

0.9

0.2

0.3

0.7

0.9

2.2

6.1

12.9

3.7

0.9

3.5

3.3

5.8

8.9

17.9

38.1

57.4

34.9

33.9

41.3

51.7

58.0

66.0

65.9

48.6

21.8

25.7

45.6

37.7

35.2

29.4

20.1

12.1

6.1

5.9

33.9

19.6

17.2

9.3

6.0

3.9

1.8

1.0

0.3

0.9

0.2

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

凡例（％）

全体(N=8400)

【世帯年収別】

100万円未満(n=109)

100～200万円未満(n=316)

200～300万円未満(n=576)

300～400万円未満(n=926)

400～500万円未満(n=1199)

500～700万円未満(n=2224)

700～900万円未満(n=1435)

900万円以上(n=1239)

大変ゆとり

がある

ゆとりが

ある

ふつう 苦しい 大変

苦しい

無回答

４ あなたは、現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。 

● 約３割が、現在の暮らしが「苦しい（「大変苦しい」を含む）」と回答している。 

● 世帯年収が 100万円未満の層で「大変苦しい」が３割以上を占めている。 
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Ⅴ 調査結果（若者）抜粋 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

8.5 

11.9 

8.5 
10.2 

16.9 

20.3 20.3 

3.4 

0.0 

17.6

22.0

18.7

15.4
14.3

9.9

1.1 1.1
0.0

0.0

10.0

20.0

30.0

収
入
は
な
か
っ
た

1
0
0
万
円
未
満

1
0
0
万
円
以
上

2
0
0
万
円
未
満

2
0
0
万
円
以
上

3
0
0
万
円
未
満

3
0
0
万
円
以
上

4
0
0
万
円
未
満

4
0
0
万
円
以
上

5
0
0
万
円
未
満

5
0
0
万
円
以
上

7
0
0
万
円
未
満

7
0
0
万
円
以
上
・

1
0
0
0
万
円
未
満

1
0
0
0
万
円
以
上

男性(n=59)

女性(n=91)

（％）

（上位項目抜粋）

28.3 

5.7 5.7 
9.4 

0.0 0.0 
1.9 

0.0 
1.9 

47.2 

17.9

13.1

6.0
2.4 3.6 2.4 2.4

0.0

15.5

36.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

雇
用
者
（
民
間
企
業
の
正
社
員
）

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
派
遣

等
の
非
正
規
雇
用
者

雇
用
者
（
公
務
員
、
公
共
部

門
な
ど
の
正
規
職
員
）

自
営
業
（
個
人
事
業
主
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
、
家
族
従
業
者
を
含
む
）

そ
の
他
の
仕
事

家
事
（
自
分
の
家
の
家
事
で
は

な
く
、
職
業
と
し
て
の
家
事
）

失
業
中
（
求
職
中
）

学
生

仕
事
は
し
て
い
な
い
（
家
事
、
失

業
中
（
求
職
中
）、
学
生
を
除
く
）

変
更
は
な
い

男性(n=53)

女性(n=84)

（％）

１ あなたご自身の税込みの収入は、年収（前年）でどのくらいですか。 

２ あなたの現在（普段）のお仕事は、学校を卒業して初めて就いたお仕事から変更がありますか。 

● 男性は女性に比べ 400 万円以上の割合が高く、女性は 200 万円未満の割合が高くなっ

ている。 

● 男性は女性に比べて「雇用者（民間企業の正社員）」「変更はない」などの割合が高い。 

● 女性は「パートタイマー・派遣等の非正規雇用者」「仕事はしていない」の割合が男性

を上回っている。 
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11.1 

18.5 

25.9 

11.1 

25.9 

7.4 5.7
8.6

2.9

14.3
20.0

48.6

0.0

20.0

40.0

60.0

育
児
に
関
わ
っ
て
い
な
い

１
時
間
未
満

１
～
２
時
間
未
満

２
～
３
時
間
未
満

３
～
５
時
間
未
満

５
時
間
以
上

男性(n=27)

女性(n=35)

（％）

３ あなたは平日にどのくらいの時間、育児をしていますか。 

注：子供がいる人を母数としている。 

４ 恋愛に関するあなたの考えについて、あてはまるものを全てお選びください。 

27.4 27.4 
24.7 

28.8 

32.9 

28.8 
26.0 

13.7 

6.8 

11.0 

1.4 0.0 

36.4

32.5

27.3

18.2

14.3 13.0
15.6 15.6 15.6

10.4

6.5

1.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

交
際
を
す
る
と
相
手
と
の
結
婚
を
考
え
る

相
手
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
れ
ば
考
え
る

恋
愛
す
る
こ
と
で
人
生
が
豊
か
に
な
る

恋
愛
は
面
倒
だ
と
感
じ
る

恋
愛
す
る
こ
と
に
自
信
が
な
い

恋
愛
よ
り
も
趣
味
を
優
先
し
た
い

恋
愛
は
し
た
い
が
、
お
金
が
か
か
る

気
に
な
る
相
手
に
は
自
分
か
ら

積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る

い
つ
も
恋
愛
を
し
て
い
た
い

恋
愛
よ
り
も
勉
強
や
仕
事
を
優
先
し
た
い

そ
れ
ほ
ど
好
き
で
は
な
い
人
と
も
・・

恋
愛
や
交
際
を
し
て
も
か
ま
わ
な
い

そ
の
他

未婚(n=73)

既婚(n=77)

（％）

● 男性は女性に比べて「育児に関わっていない」「１時間未満」「１～２時間未満」の割

合が高くなっている。 

● 女性の約半数が「５時間以上」と回答している。 

● 未既婚別でみると、未婚の場合は「恋愛は面倒だと感じる」「恋愛することに自信がな

い」「恋愛よりも趣味を優先したい」「恋愛はしたいが、お金がかかる」が既婚を大き

く上回っている。 
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38.7 

31.3 

26.7 

16.7 16.0 

12.0 11.3 

6.7 

0.7 

32.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

友
人
・知
人
に
紹
介
を
頼
む
（紹
介
を
う
け
る
）

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
資
格
取
得
・ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
の
学
校
で
知
り
合
う

婚
活
サ
イ
ト
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
を
利
用
す
る

合
コ
ン
や
パ
ー
テ
ィ
ー
に
行
く

職
場
の
同
僚
や
先
輩
・後
輩
に
・

紹
介
を
頼
む
（紹
介
を
う
け
る
）

交
際
相
手
を
紹
介
し
て
く
れ
る
結
婚
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
（有
料
・無
料
を
問
わ
な
い
）

自
治
体
が
主
催
す
る
結
婚
・

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

親
族
等
に
紹
介
を
頼
む
（紹
介
を
う
け
る
）

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=150)

（％）

※１：結婚はしなくてもよいが、同棲はした方がよい

※２：結婚・同棲はしなくてもよいが、恋人はいた方がよい

※３：結婚・同棲・恋人はいずれも、必ずしも必要ではない

3.3

6.8

1.1

33.3

44.1

26.4

4.7

6.8

3.3

9.3

8.5

9.9

49.3

33.9

59.3

凡例（％）

全体(N=150)

【性別】

男性(n=59)

女性(n=91)

結婚は必ず

するべきだ

結婚はした方

がよい

同棲はした方

がよい（※１）

恋人はいた方

がよい（※２）

必ずしも必要

ではない（※３）

５ 交際相手との出会いを求めるとしたら、どんな機会があるとよいですか。 

６ 人生における結婚や同棲の必要性に対する以下のような考え方のうち、あなたの意見にもっと 

も近いものを１つだけ選んでください。 

※１：結婚はしなくてもよいが、同棲はした方がよい 

※２：結婚・同棲はしなくてもよいが、恋人はいた方がよい 

※３：結婚・同棲・恋人はいずれも、必ずしも必要ではない 

● 出会いについては「友人・知人に紹介を頼む」が約４割と最も高く、次いで「趣味の

サークル、資格取得・スキルアップのための学校で知り合う」「婚活サイトなどのイン

ターネットサイトやＳＮＳ、マッチングアプリを利用する」の順となっている。 

● 男性は「結婚はした方がよい」が４割以上と、女性に比べ高くなっている。 

● 女性の約６割が「結婚・同棲・恋人はいずれも、必ずしも必要ではない」と回答してお

り、男性を大きく上回っている。 
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抵抗感が全くない

9.3%

抵抗感があまりない

23.3%

抵抗感が少しある

27.3%

抵抗感が大いにある

12.7%

どちらともいえない

27.3%

全体(N=150)

７ 現在結婚していない理由を、次の中から選ぶとすればどれですか。 

20.0 

33.3 

13.3 13.3 
10.0 10.0 

13.3 

10.0 

3.3 

10.0 
6.7 

3.3 

0.0 

40.0 

30.0

20.0 20.0
18.0 18.0 18.0

14.0 14.0

8.0

0.0
2.0 2.0 2.0

26.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

適
当
な
相
手
に
ま
だ
巡
り
会
わ
な
い
か
ら

経
済
的
に
余
裕
が
な
い
か
ら

独
身
の
自
由
さ
や
気
楽
さ
を
失
い
た
く
な
い
か
ら

今
は
、
仕
事
（又
は
学
業
）に
打
ち
込
み
た
い
か
ら

結
婚
す
る
必
要
性
を
感
じ
な
い
か
ら

今
は
、
趣
味
や
娯
楽
を
楽
し
み
た
い
か
ら

異
性
と
う
ま
く
付
き
合
え
な
い
か
ら

結
婚
す
る
に
は
ま
だ
若
す
ぎ
る
か
ら

結
婚
生
活
の
た
め
の
住
居
の
め
ど
が
た
た
な
い
か
ら

同
棲
の
ま
ま
で
十
分
だ
か
ら

一
生
、
結
婚
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
ら

親
や
周
囲
が
結
婚
に
同
意
し
な
い
（だ
ろ
う
）か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

男性(n=30)

女性(n=50)

（％）

８ 結婚相手・パートナーを見つけるために、自治体がマッチングシステムを活用した支援を行う 

ことについて、どのように感じますか。 

● 男性は「経済的に余裕がないから」が女性を大きく上回っている。 

● 女性は男性に比べて「適当な相手にまだ巡り会わないから」「独身の自由さや気楽さ

を失いたくないから」「結婚する必要性を感じないから」「今は、趣味や娯楽を楽しみ

たいから」などの割合が高くなっている。 

● 自治体がマッチングシステムを活用した支援を行うことについては、約３割が「抵抗感

がない」、４割が「抵抗感がある」と回答している。 
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希望する子供の数にな

るまで子供を増やしたい

27.3%

今よりも子供は増やす

が、希望する子供の数

になるまでは増やさな

い、又は、増やせない

12.0%

今よりも子供は増やさな

い、又は、増やせない

58.0%

その他

2.7%

全体(N=150)

９ あなたは、今よりも、子供を増やしたいと思いますか。 

10 希望する数まで子供を増やさない、又は、増やせない理由は何ですか。 

46.7 

14.3 13.3 
11.4 10.5 9.5 8.6 7.6 7.6 6.7 6.7 6.7 

4.8 
2.9 2.9 

4.8 

25.7 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
か
ら

こ
れ
以
上
、
自
分
又
は
配
偶
者
・パ
ー
ト
ナ
ー
が
育
児

の
心
理
的
、
肉
体
的
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い
か
ら

自
分
や
夫
婦
の
生
活
を
大
切
に
し
た
い
か
ら

雇
用
が
安
定
し
な
い
か
ら

妊
娠
・出
産
の
と
き
の
身
体
的
・

精
神
的
な
苦
痛
が
嫌
だ
か
ら

子
供
が
の
び
の
び
育
つ
社
会
環
境
で
な
い
か
ら

自
分
又
は
配
偶
者
・パ
ー
ト
ナ
ー
が

高
年
齢
で
、
産
む
の
が
嫌
だ
か
ら

保
育
サ
ー
ビ
ス
が
整
っ
て
い
な
い
か
ら

働
き
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
職
場
環
境
が
な
い
か
ら

家
が
狭
い
か
ら

健
康
上
の
理
由
か
ら

配
偶
者
・パ
ー
ト
ナ
ー
の
家
事
・育
児

へ
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
か
ら

配
偶
者
・パ
ー
ト
ナ
ー
が
望
ま
な
い
か
ら

自
分
の
昇
進
・昇
格
に
差
し
支
え
る
か
ら

欲
し
い
け
れ
ど
も
妊
娠
し
な
い
か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

全体(n=105)

（％）

●「希望する子供の数になるまで子供を増やしたい」は約３割となっており、約６割は「今

よりも子供は増やさない、又は、増やせない」と回答している。 

● 子供を増やさない理由については、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が４

割以上と最も高く、次いで「これ以上、自分又は配偶者・パートナーが育児の心理的、

肉体的負担に耐えられないから」「自分や夫婦の生活を大切にしたいから」が続いてい

る。 
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41.3 40.0 

34.0 34.0 

24.7 24.7 

20.0 

11.3 

1.3 

24.7 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

子
育
て
に
出
費
が
か
さ
む

自
分
の
自
由
な
時
間
が
持
て
な
い

子
育
て
に
よ
る
身
体
の
疲
れ
が
大
き
い

子
育
て
に
よ
る
精
神
的
疲
れ
が
大
き
い

夫
婦
で
楽
し
む
時
間
が
な
い

子
供
が
病
気
の
と
き

仕
事
が
十
分
に
で
き
な
い

子
育
て
が
大
変
な
こ
と
を
身
近

な
人
が
理
解
し
て
く
れ
な
い

そ
の
他

負
担
に
思
う
こ
と
は
特

に
な
い
・わ
か
ら
な
い

全体(N=150)

（％）

11 あなたが、子育てをしていて、自分にとって負担に思うことはどんなことですか。 

（お子さんがいない方は、仮にご自分が子育てをする場合を想定して選んでください。） 

12 育児と仕事との関係で、あなたの理想の生き方は次のどれですか。 

● 子育てに対して負担に感じることとしては、「子育てに出費がかさむ」「自分の自由な

時間が持てない」「子育てによる身体の疲れが大きい」「子育てによる精神的疲れが大

きい」の順となっている。 

28.8 

35.6 

5.1 
8.5 8.5 

11.9 

0.0 
1.7 

46.2

12.1
14.3

11.0

6.6
3.3 3.3 3.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

子
供
は
持
つ
が
、
子
供
の
成
長
に

応
じ
て
働
き
方
を
変
え
て
い
く

子
供
は
持
つ
が
、
子
供
の
成
長

に
関
係
な
く
働
き
続
け
る

子
供
を
持
つ
こ
と
を
機
に
、
い
っ
た
ん
退
職

す
る
が
、
子
供
の
手
が
離
れ
た
ら
働
く

子
供
の
有
無
に
関
係
な
く
、

結
婚
後
は
働
か
な
い
・
・

子
供
を
持
た
な
い
で
働
き
続
け
る

結
婚
せ
ず
、
子
供
を
持
た
ず
、
働
き
続
け
る

子
供
を
持
っ
た
ら
退
職

し
、
育
児
に
専
念
す
る

そ
の
他

男性(n=59)

女性(n=91)

（％）

● 女性の４割以上が「子供は持つが、子供の成長に応じて働き方を変えていく」と回答し

ており、「子供の成長に関係なく働き続ける」「いったん退職するが、子供の手が離れ

たら働く」はそれぞれ１割程度となっている。 
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とてもそう思う

5.3%

どちらかといえば

そう思う

34.0%

どちらかといえば

そう思わない

22.0%

全くそう思わない

7.3%

どちらともいえない

31.3%

全体(N=150)

48.7 

34.0 32.7 

24.7 

18.7 18.7 

0.7 

24.7 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

賃
金
を
上
げ
て
、
安
定
し
た
家
計

を
営
め
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

結
婚
や
住
宅
に
対
す
る
資
金

貸
与
や
補
助
を
行
う
こ
と

雇
用
対
策
を
も
っ
て
、
安
定
し
た

雇
用
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

企
業
の
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
を

促
進
す
る
政
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

結
婚
す
る
と
活
用
で
き
る

よ
う
な
税
制
を
行
う
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

全体(N=150)

（％）

13 お住まいの市町は、子供を生み育てやすい市町だと思いますか。 

14 結婚（同棲を含む）を希望する人を支援する施策として何が重要だと思いますか。 

● 約４割が「子供を産み育てやすい（「そう思う」）」と感じており、約３割が「そう思

わない」と回答している。 

● 結婚を希望する人への支援として、「賃金を上げて、安定した家計を営めるよう支援す

ること」を筆頭に、「結婚や住宅に対する資金貸与や補助を行うこと」「安定した雇用

機会を提供すること」などが求められている。 
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48.7 

30.7 
28.0 26.7 25.3 25.3 

23.3 23.3 23.3 22.0 
20.0 19.3 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

教
育
費
の
支
援
、
軽
減

小
児
医
療
の
充
実

子
供
の
い
る
世
帯
へ
の
住
宅
費
の
支
援

企
業
の
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
を

促
進
す
る
政
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

雇
用
の
安
定

男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進

各
自
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

（保
育
所
、
保
育
マ
マ
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
）

公
園
な
ど
、
子
供
を
安
心
し
て

育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備

育
児
休
業
中
の
所
得
保
障
の
充
実

育
児
不
安
に
対
す
る
相
談
・援
助
や
、
親
子
が

気
軽
に
集
う
こ
と
の
で
き
る
場
の
提
供
（※

）

子
育
て
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
手
当
の
充
実
や
税
制
上
の
措
置

育
児
休
業
や
短
時
間
勤
務
な
ど
の
制
度
利
用
が

キ
ャ
リ
ア
の
ハ
ン
デ
と
な
ら
な
い
た
め
の
取
組

全体(N=150)

（％）

（上位項目抜粋）

15 育児を支援する施策として何が重要だと思いますか。 

※ 子育て家庭等の育児不安に対する相談・援助や、親子が気軽に集うことのできる場の提供 

● 育児を支援する施策として、「教育費の支援、軽減」を筆頭に、「小児医療の充実」「子

供のいる世帯への住宅費の支援」「企業のワーク・ライフ・バランスを促進する政策の

充実」などが求められている。 
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